


第1皇国手どもの権 利条約ヲオーラム 2 0 0 4 いばらき 呈n 取手

タイトル 世界 ⑬ 申I払で手どもの権利条約をさけぶ

～いつも考えないコト いま考えていいカモ～

2 0 0 4 年 11 月 20 日（土）2 1 日（日）取手市立福祉会館にて開催 され ました。

子どもの権利条約フォーラムは、1 9 8 9 年 1 1 月2 0 日に国連で「子どもの権利条約」が

採択されたのを機 に、子どもの権利条約ネットワーク（代表 ：喜 多明人早稲田大学教授）の

呼びかけを受けて、子どもの権利条約の普及を第一の 目的とし、19 9 3 年から条約採択記

念日（11 月 2 0 日）前後 に毎年 1 回、全国各地で開催されてきました。

条約が批准してから 10 年 目を迎えた2 0 0 4 年、第 12 回 目の「子どもの権利条約フォーラム」は茨城 県

取手市で開催され ました。（取手市共催）

同年の 5 月に茨城 県内の子ども育成 団体が実行委員会を設立し活動してきました。

また子ども実行 委員会と共 に企画を進め、子どもたちの提案か らタイトル は「世界の 中心で子 どもの権

利条約をさけぶ」に決定 。全体会（全員集合）、分科会（分れていいとも）の企画や、手書きのチラシも子どもた

子どもの権 利条約フォーラムは、1 9 9 3 年 から次のような 目的や願いのもとで、毎年 1

2 0 日の条約採択記念 日前後 に開催地域 N PO・NG O・市 民団体が実行委員会を組織 し、

1 0 0 0 人を超える参加者を得て全 国各地で年 1 回、次 のような 目的願いのもと、小 中学生

や高校生世代が企画・運営をおとなとパー トナーを組み 、子 どもの参 画で行われています。

● 子どもの問題 に取り組むさまざまな人々が、その取り組み の様子（日本での、

海外での様子）を報告 しあい、意見を交換しあいます。

●子どもと子どもの交流、そして、子どもとおとなの意 見交換をたいせつにします。

●子どもの権利条約をほんとうにいか していくために、国や地方の行政にたずさわる

人 々との対話の機会にもしていきます。

●子どもの権利条約が、子どもの権利条約にもとづいて、日本でも世界でも、

どのように大切にされているのかを確かめあいます。

●以上をとおして、みんなで子どもの権利条約をひろめます。
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オ輔 ターガでき∂まぞ★オ
このポス ターつ くるのにね 、子 どもたちだけでね、何 日も時間掛 けたん だよ。

たとえばね 、 くちびるの周 りの文字の色 、 これはひ げに見立 てているんだ。

でね、何色 にす るか でひげの色 を決 めるだけで、 1 日掛か ったんだ あ～話 し

合いがね。どう話 し合 ったか って、黒 と縁って意見が合 ってね、まず多数決

して、別れて、黒が良 い人 は黒の 良 さを、緑が 良い人 は緑 をア ピール 、いい

と思 うほ うのア ピール を聞 くた びに動 きなが ら、黒が優 勢だ った り、緑が優

勢だ った り、で、どち らかにみん ながそ うだね って思 えるまで話 したん だよ。

最後 おか しくて笑 っち ゃったん だ。

予

予どもの我利粂椒にとりくむ人たちか会頭か6 集まって毎年ひ6 かれるフォーラムでも 予 どももおとなもだれでも参加で書家す

㌃笹醇紳 感冒蔓だ慈母漸 騰 弼藍竜野議濾

～いつも考えないコト いま考えてもいもlカモ～

≠才月 2 8 8 どょ j 2 ダ 8 √8 j

芝目閏ある毛ブどお参加 は一 日だけでも OKだよ金

会 場 ：取手市立福祉会館
時 間・ 参 加彙 なだは、このチラシの ウうに暮 らゝてある遮ウ



子どもの権利条約 フォーラム 2004 いばらき 血 取手

プログラム

▼受け付け 1 2 ：0 0 ～　 はじまり　 1 3 ：0 0 ～　　 受け付け 9 ‥3 0 ～

㌫ 志㌫ 所でオ＿たングメッセ＿ジ　 琵琵還 還 藍 ≡蓋 う鮒 おとなの方

実行委最長　 取手市長　 塚本光男さん　　　 は、自分を読み解く機会になるカモ？実際に飲食販売もしているよ。休憩だけで
新 妻慧 。慧 学鰯 多明人さん　 琵 琵 蓋 ㌫ £漂 ㌫ らないなんて変。やない。だったら、い

▼おとな全員集合 ！　　　　　　　　　　　　　　　 ま教育を受けている子どもたちの声で、教育基本法を解りやすくつくってみな

子どもの参加の支援　　　　　　　　　　　　 い？
「子拭 の樹 粂継 ふまえてj　　　　 芸 造 言三三吉富悪霊 で、街づくりに子どもの声を反映するには、どんな

コーディネーター実行委員会おとなたち　　 方法があるんだろう？外国の事例をビデオで見たり、話し合ったりして自分の街

▼子ども全員集合 ！　　　　　　　　　　　　　 について考えてみよう0

「慧冨の部屋」コ＿榊 」 琵琶還 蓋琵琶還 芝這㌔雷覧諾誤認呈
的　 も　　　　　　 実行委貞会子どもたち　　　 い。なぜなんだ？そのなぜを休んだことのある子どもたちと一緒に話したり考え

たり
－5‥00 ～け 00　　　　　 諾 三三諾 聖霊 霊 宝吉富慧 警ある？世界析 どもたちが今、劣化ウ

▼おもしろいよ全員集合 ！　　　　　　　　　　　 ラン弾で苦しんでいる。その様子をパネルやビデオをみて、解りやすく科学者に

テーマ ～いつも考えないコトいま考えていし功モ～　　　 話してもらい・考えよう0

子認諾書芸漂 慧器去　 還？還 還還霊㌶謡裟納で活躍掛る
「子どもの権利条約」を話そう！交流と対話だよ　　　　 ファシリチーターがそれぞれの経験や実践を交流し、課題やこれからのありかた

を深める。

▼おなかペコペコだよね交粘 け 3 0 ～ 2 0‥0 0　 認 諾 濫 芸子どもたちが、テレビやト ムで．抑 えない仲間とともに

（子ども無料・おとな1 5 0 0 円　 当日申し込み ）　　　 頭も心も身体も使っておもいっきり遊び合う。

芸三芸 艶いいカモ冨還琵 琶買教器 孟写翳雪雲臥
「みんなの軌跡J　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑳ l、学 3 ～ 6 年生 （8 ～ 1 2 才）　 の参加をお願いします。

【事 務 局 】E メール m ira 。e tt。20 0 0 ＠y a h o 。．。。jp　 ▼性教育ワークショップ （心の健康教育力 グラム）

▼開催地観 芸呂慧認 諾了プ 整孟芸義喜喜器還 義 軍 翻ワークショップ
T E L　 O 2 9 7 －6 3 －0 3 6 7　 ▼いじめはI址 身体への暴力皆みんな違っていいって本当にそう思っている？・

棚　 0 2 9 7 －6 3 －0 7 2 2　 午前：博 しい心が一番大切だよ＝ 、じめや暴力によって命を失ってしまった

（現在閉鎖中）　　　　　　　　　　　　　　 子どもの遺族が、みんなの命が大切なことを話します。

子どもの権利条約フォーラム2 0 0 4ホームページです。　　　 午後二おとなと子どもに別れて、子どもたちは座談会。おとなは 「あなたは子ど

拙虹／∧仰 W ．g e O C托ie s jp八 o rid eJko do m o／　　　 もの命を守れますか？」話し合い。

いじめや暴力で命を失った子どもたちの写真や遺書等のパネル展示をします

▼ 「はじめてのおしばいJ を考える講演会　　　　 午後のみ

・束諦 務局 ‥子どもの権利鮒 ネットワーク（珊　 冨慧漂 警 護 ㌶ 表 芸 漂 慧 造 語 芸㌫ 話 芸芸

〒憫 イ伽2 真東老繕 区六本木叫 －14みなとN PO ハウス 4F いを説く。
也l伯 x O3－3 746－0 744 く事務局は火・金の牛後1時～5時） ▼勧 慣 わる教師力竣わる。これが出発点

アドラー心理学の育児プログラムをもとに、コミュニケーション教育と r罰のな

い育児」への提案。子どもとの関係を見つめ直す機会に。

▼市民がつくる子ども人権条例

子どもの権利条約の理念を基本とする人権条例素案や条約作りの取り組み方

と交流。

▼子どももおとなもアー トだぜ ！みんなでアートをみに行こう♪



フォー ラ ム 1 日 目 P A R T 1 2 0 0 4 ． 1 1 ． 2 0 1 3 ：0 0 ～ 1 4 ：3 0

子 ども全員集合 ！徹底的子 どもの部屋名づけて

「徹 （底的）子 （ども）の 部 屋 」

「 徹底的子 どもの部屋 」 つてい った いどん な部屋 だ と思 う？

きて 、み て 、 い っ しょに考 え、動 いて み て 、話 してみ よ うよ ！

進行役 ：子 ども実行委員会 の僕たち私 たち

子どもた ちか らの メ ッセ ー ジ

家の人へ

言 い た い コ ト

・ す ぐにた た いた りお こつ た り しな いで考 え て 口で い って くれ れ ば い－ の に－ ！？

・ 理 由 （わ け） も知 らな い の にす ぐお こる 。

・ ち ゃん と お こ る前 に 、考 えて よ－ 。（ど う して お こるか とか 、 お こ るべ きか とか ）

・ お こる前 に理 由 をち や ん と理 か い して か らに して よ ！l

・ な ん で も こ ど も に あ た る …（＊、β 一＊）

・ 必要 いが いではお こらないで よ－

・ 言葉の暴 力はやめて下 さい ！

・ 必 要 な と きだ けに して よ 。” お こるの を”

・ なん です ぐお こる の－ ！

イち やん とや っ て ！」 つて い うけ ど私 な りに

「や って るんだ あー」

・ ブツ ブ ツ言 うな ！

・ い ち い ち う ちが す る こ とにケ チ ？ をつ け る親 いや っ っ ！l

母へ

・ おか－ さんた まには休 め－ た まにはホ ンキで笑 って

・ お母 さんが家にいな さす ぎる。

・泣 くこ と を逃 げる こ とだ と決 め つ けな い で

・栄養バ ランス考えて飯 つ くって くれ。 母

・ 自分の子供の ことをわか っていな い人がいる

・ おれ は うさ ぎ じやな い ん だ あ“



・ 肉が食 いたい

・ 私 にへ や をか た づ け ろ とい うけ ど、 お母 さん だ って 、 うち の 片 づ け

して な いぢ ゃん ！

・ お か あ さん の じゆ ぎ ょ うさん か ん のふ くそ うま ぢあ りえ な い（＊、β一＊）

t お こ りす ぎ （母 ）

・ 人の話 を最後まで聞け。（お母 さん）

父へ

・ お と うさん は 好 き ？ 何 で お と う さん は くさ くて きた な い の ？

・ 今 日 「こ つち に くる な」 と言 うの だれ か な 。（●、∈′●）

・ お こる とす ぐ言 葉 ぼ う り ょ くをな ぜ い うの ？

・「勉 強 しろ」「勉 強 しろ」 つて う る さ あー い 。「勉 強 しろ ！」 つて言 う前 に

「今か らな に す る の ？」 とか き けば子 ども も い い気 持 ち ！

・ お父 さん ！ お さ けの ん だ あ とに車 、 うん て ん しな いで ！ l

（あぶ な い 、 あぶ な い） … つて い うか 、 お さけ のみ なが ら うん て ん しな いで 。

・ 勉強 しろとい うな ら、子 どもがぜんぜんや ってないときに、言えばいいの に－。

勉 強 しよ うと して る とき に 、「勉 強 しな さ い ！な にや って るの ！ま った くも “」

ってゆ うと勉 強 す る気 な くな るつ つ うの “ 小（■ ∈一●）

・ 少 しは子 どもの気持 ち考 えろ ！ l

・ 勉 強 × 2 う る さ い ！

・ お こづか い増やせ ！

・ お父 さん 、勉強す るな っておこるの変

だ よ 。

・ お 父 さん す ぐお こ らな い で ！

・ 父 さん うざ い

・ ち ゃん と うち らを見 て くれ て な い ！か らか な あ小 ？

・ お 父 さん 、 子 ど もの とき の ブ ロッ ク大 切 に とっ と いて くれ て あ りが と う。

お 父 さん は、 な ん で す ぐお こるの ！は っき り言 って ム カ ッ ク（●、亡‾●）

・ お 父 さん 、部 屋 の こ と、す ぐに お こ るな 。 ゴル フ行 くな 。

・ お姉ちやん 夜中に歴 史の勉強 しな いで。

・ お姉ちやん、朝 1 人で起 きろ

・ そんなにおこるな。（おね えち ゃん）

・ おね えち ゃん の め ざま しど け い うる さい。 こ つち の め ざま しど け い き こえ な いん だ よ ！

・ お 姉 ち やん 、 気 に い らな いか らって す ぐに な ぐる な。

・「お姉ち やんなん だか ら ！」 つて言わ ないで よ ！



伝えた い コ ト 仲 良 くす るた め に

・ お母 さん い つ も ごは ん 作 って くれ て あ りが と う。

・ お母 さん お し ごと して くれ て あ りが と う。

・ 人 と して 生 き る

・ なんで も楽 しむ

・ 肩 の 力 を抜 き ま し ょ う

・ た まに は ゆ っ く り考 え る こ と も必 要 。

・わがままばか りで ごめんな さい。

l 物 事 に しば られず 、受けとめ る心をもつ

・ 私 自身 に余裕 がないのか な“

・ とき に は、 融通 も必 要 で し ょ う

l た だ、そばにいる それ だけで もいい。

・ 毎 日 ごはん つ くって くれ て あ りが と う

・ 休 日に家 に いな くて 一緒 に でか け られ な くて ごめ ん な さい

・子 どもの行動 を遠 くか らみ て何か あった らたす けてほ しいです 。

・ い っ し ょにか いに い く 服 を

・ 父 さん、母 さん親孝行するよ

1 大好 き

・ 守 るものは守 る （両方共）

・ 愛

・ 普 段 は 言 え な い け ど 、 あ りが と う。

・ 感謝 を伝 える

・ いつ もお世 話 に な っ て お りま す 。今 後 と も ヨ ロシ ク 。

・ サ ンキ ュー ！

・ 手 伝 う

l お 父 さん い つ も お こ られ な が らお しご と して くれ て あ りが と う。

・ い っ し ょにあ そ ば う

・ 家族 と、かい もの とか さんぽ とかでかける。

・ 家族会議 をす る ！

・ コ ミュ ニケ ー シ ョン （どっか 行 く。 カ ラオ ケ）

・ や っぱ り話 しをするのが 1 番

・ お 父 さん ip od 買 って くれ て さん き ゆ う

・ も っ と家族 で 話 し合 お うよ

・ みんなで何か を計画 して実行 に うつそ う ！

・ お父 さん 石が す きで あ りが と う。



・ い っ し ょに 石 ひ ろ い に い って 話 し合 う。

・ 一緒 に酒 を飲 む ！？

・ 人の話 を最後まで聞 いて くれ…

・ お 父 さん も娘 とイヤ が らず に 話 そ う

・ 仲 良 く ！・ どっか行 って遊ぼ うよ い 喋べ る

・ しや べ り あ う “

・ み どりをふやせ ！

・ 木をふやそ う

・ しぜん をふやせ

その と お り

その と お り

その と お り

先生へのグチと解決法

先 生 に 聞 いて ほ しい コ ト

・すす めすすめは疲れ るだけ た まにはゆ っくり休みたい。

・ な ん で先 生 は 、「ま って 」 つて い っ て も、 ま って くれ な いの ？

・ 気 の 弱 い子 には 、優 しく、強 い子 に は 、 ペ コ ペ コ して 、 ふ つ うの 子 には

なぜ 、 い ば るの ？ ？ わ けわ か らん “（●、∈一●）

・ 先 生 は 同 じ人 間 をつ くろ うと して 、 生徒 の意 見 を尊 重 しな い 。

・ 先 生 はや く帰 って きて 。

t 話 を聞いて下 さい。

・ 少 しだ ま って 。

・ ち が う人が わ る い こ と して もす ぐお こん な い の－ ” 先 生 へ ’’

・友達があかん コ 卜して る トキにそれ を注意 できるのがホ ンマの友達や って

先生は言 うけど、不良系の生徒 をこわが って注意 しな い先生はホンマの

先 生 じや な いん ち や うん ？ つて思 う。

I「静 か に しろ」 とか い うけ ど、 原 因 は あ な たで す 。

・ 先生は点数 で人間 を判断 しすぎ。

・ 学校 の先生 は点数が悪 いと勉強 してないと決めつける。

・先生下ネタ言 うな ！

・ 見 下 して話 を しな い。

・話 を聞いてほ しい ！

・ 人 は人、 自分は 自分 認 めて くれ。 （先生）

言いたい

・ 少 しで も ミス をす る と、 キ レる・＝。 何 な ん だ ？

・ 塾 の 先 生 へ 教 科書 1 回忘 れ た くらい で 「な に しに きて ん だ よ ？」 つて お こる



こ とな い じやん 。 人 は だれ だ って忘 れ る こ とは あ るの に 。

・ 部活の教師が暴言 をは く 体罰 もある

I す こ し集合が お くれた くらいで校庭 1 0 周 とか させ ないで ！（体育の先生）

・「教 育 を う ける権 利 」 と い う けれ ど、学 校 の 先 生 が き び し くて いや だ った り

した ら学校 は行 けな くなる。たとえば、中学校の トキの体育のセンセイは、

少 し集合が お くれただ けで、校庭 1 0 周 とかさせ らせた。

いわせて

1 人 の こ とを 「 くそ や ろ う」 と言 う先 生 キ ライ ！ l

・ 丁先 生 く さ っ て る ！

・差別する先生。 ホ ンマ うざい

・ 生 徒 （こ ども） の プ ライバ シー を守 って 。

・生徒 といって も 1 人の人です ！ l

・ 先 生 、 自分 の 言 う コ トが正 解 だ と思 わ な いで

・ 生徒 を上か ら見ないっっ ！ l

平等に見 て欲 しい ！

・ひいきするな ！

・ 差別はイヤだ ！ l

・見た 目だけで判断 しないで

・学校 の先生が差別 をする（●、亡一●）×2

・ 先 生 は うち らに ” 差 別 ” の こ とお しえた り注 意 す るの に 自分 も生 徒 を差 別 スル

（ できる子 とで きな い子）

学校の先公は、人 を差別 しす ぎ ×× × ×

校則について

・ 学校 の生徒手帳は、なぜ義務 だけ書かれているのか。

・ 髪 染 め て も い い じやん 。

・ 規則を守れ ！ （信号む し）

・一回子 どもにいろいろや らせ てみ て

・ 染 め る な言 うと いて ∴ 白髪 染 め しと るせ んせ い

・人 をスキ・キ ライに分 ける先生 いや うざい ！ l

・ 自分 達 だ って染 め た り して るん だか らい い じゃん

・ 話 し合 う

・生徒が髪染め ると怒 られ るのに、大人が染めると怒 られない。

・ 学校 は くだ らな い校 則 で子 ども を しば って い る
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一子 供 た ち の こと を い ろい ろ とゴ カ イ して る と思 う。

・ 生徒だ ってそめてみたい

・ 先生 も注意す るな らそめ るな ！！です。

授業 に つ い て い い た い コ ト

・ 話 し方 を工 夫 して ほ しい。

・ テス トば っか りや っ て何 にな る の か ？

・ テス トの 問題 優 し く

・先 生 も っ と宿 題 だ して 。

・言葉 を大切に

・ プ リン トば っか の授 業 は つ ま らな い ！

・ 先生 が テ ス トの とき に いみ 分 か らな い こ とを書 いて いる 。

・ い ろ い ろな 障 害 が あ って も 、教 育 を 自由 に受 け られ る とよ い 。

・ 先生 、宿題出 しすぎだ ！ ついでにお こりす ぎ

・「わか らない」 と言 えるふんいきを作 って下 さい。

・ ち やん と説 明 して

一こ くばん か か な いで 、 しやべ って ば か りい る な

・ 日によって （気分によ って）授業の時の 口調がかわ る先生。 うざい

・ 意味がわか るように授 業 して。

・ な ん で 、べ ん き ょ うの とき 、 ちが うこ と をは なす の ？

・ 先生の口調 おか しいっ ！l

t F 先生はい っつも授業の 1 ／3 が 自分の話（●、E t ）授 業 してぃ

・ 英語の発音がめ っち や変な先生 。先生 えいごへ た。授業が よ く分か らない先生。

→授業の トキ、外国人の先生でず っとや ってもらう。

その他

一子 どもが安心 して学べ る場がほ しい。

・「子 どもの権利条約」について、学校 では どの ような ことを伝 え られて いるの

で し ょ う か 。

・（教 育 ）「自立 」 につ な が る教 育 に な って い るの は ？ 「エ リー ト」 だ けあ つ め

教育 を行 う恐さ （若 いときはいいが 、老後は ？）

・学校以外でも学べ ることを知 ってほ しい。

・障害のある子が普通学級に入 りに くい。

・私の主 じ医。あんた に私の進路のコ トなんかかんけいない じやん ！

・ リラ ック ス して の びの び と、 人 の話 を き いて くれ る 楽 しい学 校 に な って ほ しい。
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グチ＆解決法

一名字にケチつ けるせんせ い。 まぢやだ 一 ひ らがなで名前書 く

・理 由 つ けて ケ ー タ イバ ク る な（●、∈‾●）→ ケ ー タ イ ダ ミー を も っ と く。

・ 生徒 にセクハラす るな あ l先生 一 自分のつまでやれ

1 ム リにな ま ろ う とす る先 生 一 本 物 のナ マ リを教 え る 。

・機嫌がわ るいと、声の トー ンが変わる。一ん ぢゃもう最初か ら声の トー ンを

下 げ と け。

・学校でい じめはあ りますか。一先生の前 でわ ざと言 って、ヤバイ と思わせ る。

一 い じめ が な くな る とい う固定 観 念 を捨 て る ！

おとな た ちへ 聞 く耳

・ 子 ど もは 「考 え られ な い」 とか 「意 見 な いで し ょ」 つて な ん で思 うの ？

・ 大 人 は 「 しゆ くだ いや りな さい 」とゆ って ば っか り。いや に な る小 。（ち やん と して るの に ）

・ 大 人 は 、 なぜ ？学 力 の コ 卜しか 、 考 え な いの ？

・ 大 人 は 、は っ き りい って子 ど もの 気 持 ち丸 ム シ ！も っ とち ゃん と考 え ろ ！

t な ん で 、 いや な こ とをす る とぼ う力 だ しち ゃ うの ？（●、と′●） × 2

・ も し自分 が 、子 ども で お こ られ た ら ど う ？ も し子 どもが 悪 い こ とを して いな

いの に お こ つち ゃ っ た らど う ？ 自分 が ゆ うか い され て ころ され た らど う？

やだ った ら、やめてよ－。

・確かに子 どもを大人 は しつ ける事が必要だ けど、だか らといって生命 を左右 す

る権限があるわ けではな い。

・なんでゆ うか いとかす るの－

・ 犯 罪 を して ど こが た の しん だ あ“ 小 ？

・ どん な理 由が あ って も人 を殺 しち ゃ ダ メ

・大人 も子供 も大人、子供いぜ んに 1 人の人間だか ら 1 人の人間 と してみて ！ l

・ うち らが コ ン ビニ に あ つ ま って話 を して た 時 変 な 目で うち らをみ た 大 人 ！ l

・ 大人は調子が 良す ぎる。子供達の意見 もち ゃん と聞 いて欲 しい。

・その人の中身 をきちん とみ てあげる

・ も し自分 が ドロボ ー され て いた と して 、 大事 な もの をぬ す まれ て・・・、
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はん にん をうらみ ますか ？ けど、それ をあなたがや ってるんです。

・ 大 人 は 「勉 強 」 とい うもの を ど う思 って い るん だ ろ う。

・ ドロボ ー して もつ か ま るん だ った ら、 や らな い方 が い い の に … 。

・ ”差別’’ってい けないって子 どもに教 えてるな ら実行 してみ る

・ ぎゃ くた いは見つか らないまま、子供が死んで しま うケー スが 多いのは、なぜ ？

早 く発 見 で きな い の ？

l 子 どもの意見 を聞かない

・ 子 供 の 話 を ち やん と聞 き ま し ょ う。

1 人 の話 を も っ と聞 い て ほ しい

・ な ん で 、大 人 は 、 人 を ころ した りす るの

・ 世 の中はすべてがお金 じやない。

・ 自分 の意見 をお しつ けないでほ しい

・ な ん で大 人 は 口 に出 せ な い こと を声 に 出 す の “ ？

一考え方 のちが いをみ とめて

・ 子供ぎゃ くたい反対

・ な ん で 人 を お そ った りす る の ？ （大 人 ）

・ ど ろば う とか す る前 に 、 自分 が や られ て ど うか って考 えて よ－ 。

・ も しゆ うか い を しよ う と して しっ ぱ い した ら ど うす るの

・ 子供の考 え方 についてよ く考 える

・ 子 どもに言 う前 に実行 して

・「子供の くせに」な どと先生達に言われ た くない

・ なんで子 ども （人） を殺すの ？

・ 子 供 の 話 しを 聞 く時 間 をつ くる 。

・ ぎゃ くたいの心のきずは一生消えない事 を知 ってほ しい。

t な ん で お さな い こど も にぼ う力 をふ る うの ？

・ ゆ うか い や さつが い を しな い人 に な って くれ る と こか な

・ 歩 行者 優 先 ほ こ う しやゆ うせ ん

・ 1 年間位 お試 し期間で変 えてみ る

・ しつ け は子 ど もに す る の で は な く、 どち らか と い うと大 人 自身 が試 され て るん

じやな い ？ そ うい う風 に 疑 問 を抱 い て い けれ ば な あ…

・ 大 人 も正 しい ち しき をつ けて ほ しい

・ 大人だか らっていばるな

1 も う ち ょ っ と話 しき いて くれ 小 小 ＞ ＜

・ も し自分 が どろ ば うされ た ら ど う ？

・ もー お とな はす ぐた た く－ ！（●、亡‾●）
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・ 子 どもの地位 を上げ ろ

・ 歩 きタバ コは火傷 の危険性が あるか らやめた方が いいと思 う

・ 全地球で歩 きタバコを禁止す る

・ テ レビの中などで、バ カとか死ね とか を簡単に使 うと、小 さい子が真似す るか ら、 やめた

方 が い い と思 う

・「め りは り」 × 2 とい って るケ ド ！ ！自分 は 、で きて る ？ つて 聞 き た い ！ ！

・ 大人は、子 どもをばか に しないでほ し“

・ 大 人だけではな く、子 どもも保護 される体制 にな っていない。社会資源が不足 している。

一タバ コのす い方 に関す る授業 してみ ない ？

・ タバ コの ポ イ捨 とか や め よ うね 。

1 大 人 は 、 自殺 をす ぐ考 え るケ ド ！ ！命 を大 切 に しな いの ？

・ 大 人 は 、 よ くば りす ぎだ と思 い ます 。

・ 理解す る

・ 自分が子 どもの立場 だった ら ！つて

ゆ う こ とをか ん が えて み て よ ！

・ 子 どもに叱 るの ってムズカシ“小小

・ 意地悪す るの小

・ ”みん な”の こと考 えてみ る

・ ”楽 し ぐ ’暮 らせ る環 境 づ く りす る

・ 大子 （大人 ？） は子 どもの気持 ち

を、わか って いないな ら、子 どもに

気持 ちをきいて くれれ ばいいのに－ ！

・ 自分が子 どもの ころこうゆわれていやだったな“。 つて思 って いる人にあなた は、

なって いるんです

・ なん で 人 は 、 ち ょ っ と した こ とで お こつ ち ゃ った りす るの ？

・ 大 人 と子 ど も とい う関 係 を考 えた い 。

・ なんで、みんな 「これが いい」 と思 った らせめるの…

・ 大人、子供 と言わず に、話 をする。

・ 詰問かない大人 ってイヤ。

・ 大 人 は 、子 ど もの 気持 ち を も っ と ち やん と、理 か い して ！ l

大人 も子 ども も、 仲 良 く しよ うよ ！ ！

・子 どもも、大人も助 け合 う生活が いい。

・大人のいい所は、 自分で 「これ に しよ う」 と思った ら、す ぐに行動 できる所です。

t 誰 もが安心 して食べた り、寝 た り話せ る場所が必要 。
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一大人 は確かに子 どもよ りも長生きだ キ （イ コールではない） 頭がいい

・ 大人 も子 どももー歩引いて考 えてみれば、同 じ人間。それぞれ いい所が ある

・ み ん な （大 人 と子 ど も） が 、 い っ し ょに 、 き ょ う り ょ く して ほ しい 。

・ お とな も子 ども も、 ぼ う力 をふ るわ な い。

・ ま あ、 じや あ 、 おた が いに よ くば り じやな くな った らい い と思 い ます 。

・ あ い さつ を した りふ れ 合 い を多 くす る

・ お とな は 子 ども のめ ん ど う をち やん とみ て くれ る所 が い い。

・ 暴 力ふ るうのは育児 につかれているか らや ろ？

・ や さ し くす る こ と …

・ 子 どもは、み んなでいろいろで きる、

・ い けん を き きあ う・・・

・ ス トレス た ま る と寿 命み じか

く な る よ

・ 子 供 で も な くて 大 人 で もな く

て 人 と して …

・ み ん なが き ょ う力 す る こ と…

・ み ん なた の し くい きて い く

（ きょう力）のが （み んな）す ご…い。

・ 大人 といっば いはなす 。

・ わ た した ち （ぼ くた ち ）の た め を思 って くれ て い るか ら と思 い ます 。

・（大人・子 どもに関わ らず）価値観の違 う人間がいる ことを認識する。

・ た す け あ うこ と

・ お とな も 、子 ど も も、否 定 しな いで 。 受 け とめ あ えれ ば い い な あ“

・ じやあ 、み ん な で き ょ う力す れ ば い い と思 い ます 。

・ 友だち

・「人」 を大切に。

・ だ ん だ ん と人 に な って い くと思 って るか らか も。 だ か ら子 ど もは 、 ま だ半 人前

みたいな…

・ こ ども も大 人 もみ ん な な か よ しに な る こ と。

・ お となが つまづいた ら子 どもが助 ける

・ 友 じ ょ う

・ じやあ、例 えば半分半分がいい と思 います。

・ 人 はだれ もマチガイをす るか ら「今度はきおつけてね」つていったほ うがいいと思います。

・ お とな も子 ども も お互 い を否 定 しす ぎな い

・ も っ とおた が い話 しが で き る と いい な あ… （で も無 りや り聞 こ う とは しな いで － ）
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